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サザン・セト大島ロードレース
３２３４人が健脚を競う

　２月３日、第 29 回サザン・セト大島ロードレー
ス大会が周防大島町陸上競技場で開催されました。
　今年のゲストランナーは、湯田友美さん（写真左
中央）。湯田さんは「ここのコースは海の景色がき
れいで、気持ちよく走れました。」と感想を話して
くれました。
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〈使用料〉

施設名 区分 単位
使用料

町民 その他

火葬場

12 歳以上 １体につき １０，０００円 ３０，０００円

12 歳未満 １体につき ８，０００円 ２４，０００円

死産児 １胎につき ２，５００円 ７，５００円

胞衣又は人体の一部 １件につき １，０００円 ３，０００円

通　夜
午後５時から翌日の午前９時まで １０，５００円 ３１，５００円

超過使用料 １時間につき １，０５０円 ３，１５０円

葬儀場
3 時間まで １回につき ２１，０００円 ６３，０００円

超過使用料 １時間につき ５，２５０円 １５，７５０円

霊安室
１日 24 時間 一体につき ３，１５０円 ９，４５０円

超過使用料 １時間につき １，０５０円 ３，１５０円

冷暖房使用料 実費を超えない範囲で別に定める

　平成 24 年度事業で建設していました橘斎場葬儀場が、３月末に完成し、4 月３日㈬から使用
できます。
　新しく建設された橘斎場葬儀場は、近年の生活環境の変化に伴い、住民生活に欠かせない施
設の一つとして、多くの住民の皆様からその建設が待ち望まれていた施設です。
　本施設が完成したことで、豊かな自然環境のもと、静かで、清楚な雰囲気の中で、通夜、葬儀、
火葬が行えるようになります。
　なお、橘斎場の使用料、使用時間につきましては、下表のとおりとなります。

１　

町
民
と
は
、
死
亡
者
ま
た
は
使
用
者
が
本
町
に
住
所
を
有
す
る
者
と
し
、
そ
の
他
と
は
、
町
民
以
外
の
も
の
と
す
る
。

２　

使
用
時
間
を
延
長
す
る
場
合
は
、
１
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
時
間
は
１
時
間
と
し
て
計
算
す
る
。

橘斎場葬儀場が完成します

〈使用時間〉

火葬時間（Ⅰ炉、Ⅱ炉交互使用） 葬儀時間・利用種別

Ａ
自　午前　８時３０分
至　午前１０時３０分

　火葬のみ利用可能

Ｂ
自　午前１１時００分
至　午後　１時００分

　葬儀後火葬のみ利用可能
※葬儀時間　午前 10 時～午前 11 時

Ｃ
自　午後　１時００分
至　午後　３時００分

　火葬のみ利用可能

Ｄ
自　午後　３時００分
至　午後　５時００分

　火葬のみ、葬儀後火葬どちらも可
※葬儀時間　午後２時～午後３時

◆問い合わせ　生活衛生課　☎０８２０（７９）１０１０
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狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録
を
行
い
ま
す

　　

犬
の
飼
い
主
は
、
犬
の
登
録
（
生
涯
一
回
）
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
記

の
日
程
で
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
要
料
金
お
よ
び
町
か
ら
お
届
け
す

る
通
知
書
を
持
参
の
う
え
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
都
合
に
よ
り
受
け
ら
れ
な
い
犬
は
、
獣
医
師
の
も
と
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
場
に
よ
っ
て
は
状
況
に
よ
り
若
干
予
定
時
間
に
差
異
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

１　

該
当
す
る
犬　

生
後
３
か
月
以
上
の
犬　

２　

料
金
（
一
頭
あ
た
り
）

　
　

●
登
録
済
の
犬　

２
９
５
０
円

　
　
　
（
内
訳
：
予
防
注
射
代　

２
４
０
０
円　

注
射
済
票　

５
５
０
円
）

　
　

●
未
登
録
の
犬　

５
９
５
０
円
（
内
訳
：
前
記
料
金
お
よ
び
登
録
料　

３
０
０
０
円
）

３　

犬
の
所
在
・
飼
主
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
や
犬
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
届
出
書
を
生
活

　
　

衛
生
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
・
出
張
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

新
し
く
犬
を
飼
い
始
め
た
方
、
ま
だ
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
注

　
　

射
実
施
ま
で
に
生
活
衛
生
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
・
出
張
所
で
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課
☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

４
月
12
日
㈮

　８：５０～　８：５５　家房停留所
　９：００～　９：１０　出井停留所
　９：１５～　９：２０　津海木消防機庫
　９：２５～　９：４０　役場沖浦出張所
　９：４５～　９：５５　横見集荷場前
１０：００～１０：１０　日見公会堂
１０：１５～１０：２５　志佐老人憩いの家
１０：３０～１０：５５　山口大島農協選果場
　　　　　　　　　　　　( 小松 )
１１：００～１１：１０　志駄岸神社駐車場
１１：１５～１１：２５　小松港
１１：４０～１１：４５　奥畑停留所
１１：５０～１１：５５　樫原停留所
１２：００～１２：０５　旧神領停留所
１２：１０～１２：２５　旧屋代小学校入口
１２：３０～１２：５０　大島庁舎前公園

４
月
15
日
㈪

　８：３５～　８：４０　三蒲寺家橋
　８：４５～　９：０５　役場蒲野出張所
　９：１０～　９：１５　西の郷浜老人憩いの家
　９：３０～　９：４５　役場椋野出張所
　９：５５～１０：５５　久賀健康管理センター
１２：００～１２：０５　樽見渡船待合所
１２：２０～１２：２５　江ノ浦渡船待合所

４
月
16
日
㈫

　８：５０～　８：５５　秋集荷場前
　９：００～　９：０５　吉浦集荷場前
　９：１０～　９：３０　庄集荷場前
　９：３５～　９：５０　三ツ松区民会館
　９：５５～１０：２０　橘庁舎
１０：２５～１０：３５　原区民会館
１０：４０～１０：５０　安高米穀店横
１０：５５～１１：００　鹿家集荷場前
１１：１０～１１：３０　油良集荷場前
１１：４０～１１：４５　長浜集荷場前
１１：５０～１２：００　しらとり苑横
１２：０５～１２：１５　日前郷集荷場前
１２：２０～１２：３５　役場日良居出張所

４
月
17
日
㈬

　８：５０～　８：５２　馬ヶ原集荷場前
　９：０５～　９：１５　油宇集会施設
　９：２０～　９：３０　役場油田出張所
　９：３５～　９：３７　日向泊漁港荷揚場
　９：４７～　９：５０　小伊保田集荷場前
１０：００～１０：１０　役場和田出張所
１０：１５～１０：２０　内入集荷場前
１０：２５～１０：３０　小泊集荷場前
１０：３５～１０：４０　和佐公民館
１０：４５～１０：４５　神浦集荷場前
１０：５５～１１：１５　東和総合支所
１１：２５～１１：２７　小積集荷場前
１１：３０～１１：３０　大積集荷場前
１１：４０～１１：４５　佐連会館
１１：５０～１１：５０　地家室集荷場前
１２：００～１２：０２　伊崎集荷場前
１２：１０～１２：２０　役場白木出張所
１２：２５～１２：３５　船越集荷場前
１２：４０～１２：５０　西方集荷場前

平成 25 年度　狂犬病予防注射日程

▼犬の飼い主の方へ
◇犬のフンの放置に対する苦情が後を絶ちません。散歩中
　に、フンをしたら袋などに入れて必ず持ち帰りましょう。
◇放し飼いは禁止されています。散歩中も必ずつなぎましょ
　う。
◇３か月以上の犬は、「登録」と毎年１回の「狂犬病予防注射」
　が義務付けられています。
◇死亡したとき、または飼主や住所が変わったときは、届
　出が必要です。
◇迷い犬を防ぐためにも、首輪に鑑札を付けましょう。
▼猫の飼い主の方へ
◇他人の家にフンや尿をしたり、車に上がってキズをつけ
　たりしていませんか。猫の健康や安全のためにも、屋内
　で飼いましょう。
◇繁殖を望まない場合は、不妊・去勢手術をしましょう。
◇迷い猫を防ぐためにも、名札を付けましょう。
◎野良猫にエサを絶対に与えないでください。無責任なエ
　サやりは、その場に居つくだけではなく、繁殖してしま
　います。近所にフンや尿をしたり、家に入り込んだり生
　活環境の悪化につながります。一時的な感情で野良猫に
　エサを与えることは絶対にやめてください。

ペットは正しく飼いましょう！！
犬・ネコに関する苦情が増えています。
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■対象者　次のいずれかに該当する方
　・将来周防大島で農業を営むことを希望する方　
　・援農作業を希望する方
■応募期限　４月 15 日㈪　※応募多数の場合は選考

周防大島で農業を始めませんか

○周防大島みかんいきいき営農塾
◆募集人員　50 名程度　◆参加費　８, ０００円
◆受講期間　平成 25 年５月～平成 26 年４月
　　　　　　毎月１回、第２火曜日予定
◆会場　大島柑きつ振興センター他
◆研修内容　みかん栽培、流通の仕組み等

○ＪＡ生き活き帰農塾
◆募集人員　30 名程度　◆参加費　８, ０００円
◆受講期間　平成 25 年５月～平成 26 年４月
　　　　　　毎月１回、第４水曜日予定
◆会場　ＪＡ山口大島久賀支所他
◆研修内容等　農業初心者向けに野菜・落葉果樹
　　　　　　　等幅広い作物の栽培基礎等

受 講 生
募 集

■申し込み・問い合わせ　周防大島担い手支援センター　☎０８２０（７９）１００７

　70 歳から 74 歳までの国保に加入されてい
る方の窓口負担を２割から１割に軽減する国
の措置について、平成 25 年４月以降も当面
継続されることになりました。
　３月下旬に『２割 ( 平成 25 年７月 31 日ま
では１割 )』（※注）と表示した高齢受給者証
を、該当者の方へ送付いたしますので、ご確
認の上、ご使用ください。

（※注）この受給者証は、毎年８月１日を基準
日として、前年の所得に応じて負担割合１割
または３割を判定し更新しています。（８月１
日から２割負担になるという意味ではありま
せん。）

◆問い合わせ　
健康増進課　医療保険班　

☎０８２０（７７）５５０２

70 歳から 74 歳までの
国保に加入されている方の窓口負担
について
平成 25 年４月以降も当面１割負担です。（既
に３割負担の方、後期高齢者医療の対象とな
る一定の障害認定を受けた方は除きます）

　この事業は、有害鳥獣（イノシシ等）からの
被害防止を目的とし、集団農地へ設置する防護
柵資材を支援するものです。

◆対象となる農地
　３戸以上の耕作している農地で、道や水路等
により分断されていない集団農地が対象となり
ます。
◆防護柵の種類
　ワイヤーメッシュに限ります。
　原則として防護柵の設置は自力施工です。
◆資材援助の方法
　担当者が現地調査等を行い、国および県へ申
請し、決定を受けてから資材が配布されます。
条件によっては、採択されない場合があります。
◆防護柵の管理について
　防護柵施工後は、原則として農地の継続的な
耕作を含め 14 年以上の管理が必要となります。

◆問い合わせ　
農林課　☎０８２０（７９）１００２

平成 25 年度鳥獣被害防止総合対策
～国の交付金による事業～
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
介
護
保
険
料
が
差
し

引
か
れ
て
い
る
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に
よ
り
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
次
に
該
当
す
る
方
は
、
４
月
に
受
給

さ
れ
る
年
金
か
ら
保
険
料
の
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

①
本
年
２
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
方

②
昨
年
10
月
２
日
ま
で
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
と
な

り
、
年
金
の
受
給
額
が
年
18
万
円
以
上
の
方
（
介
護
保
険
料
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
、
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超

え
な
い
と
き
）

※
①
②
に
該
当
し
て
い
て
も
、「
国
民
年
金｣
と
「
厚
生
年
金
」
な
ど

複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
年
金
天
引
き
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
年
金
か
ら
天
引
き
と
な
る
方
で
も
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、
税
申
告

で
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き

を
し
た
後
、
役
場
健
康
増
進
課
医
療
保
険
班
ま
た
は
各
総
合
支
所
・

出
張
所
の
窓
口
で
納
付
方
法
変
更
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
納

付
状
況
に
よ
り
変
更
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

◆
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

医
療
保
険
班　

　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
４
月
開
始
に
つ
い
て

　

周
防
大
島
と
カ
ウ
ア
イ
島
姉
妹

島
提
携
50
周
年
を
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
達
に
広
く
周
知
し
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
ハ
ワ
イ

と
の
絆
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の

ル
ー
ツ
探
し
等
も
兼
ね
て
、
家
族

で
色
々
話
し
な
が
ら
調
べ
て
い

く
こ
と
で
、
家
族
の
絆
を
深
め
る

こ
と
も
目
的
に
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

　

応
募
作
文
は
製
本
し
、
日
本
ハ

ワ
イ
移
民
資
料
館
に
保
存
、
50
周

年
記
念
と
し
て
、
カ
ウ
ア
イ
島
に

も
届
け
る
予
定
で
す
。

　

作
文
テ
ー
マ
が
難
し
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
保
育
園
児
お
よ
び
小

学
３
年
生
ま
で
に
つ
い
て
は
、
絵

画
で
の
応
募
も
可
能
で
す
。
カ
ウ

ア
イ
姉
妹
島
提
携
50
周
年
を
記

念
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
移
民
を
記
憶

さ
れ
て
い
る
方
が
、
ご
存
命
で
あ

る
今
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と

と
も
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
作
文

作
品
へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
募
集
対
象

　

園
児
・
小
学
生
・
中
学
生
・
高

校
生
（
町
内
在
住
又
は
町
内
の
学

校
に
所
属
）

●
募
集
要
領

【
テ
ー
マ
】

　

ハ
ワ
イ
と
大
島
（
ま
た
は
自
分
）

と
の
絆

●
自
分
の
祖
先
や
親
戚
、
近
所
等
、

ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
人
を
調
べ
て
自

分
と
ハ
ワ
イ
と
の
つ
な
が
り

●
ハ
ワ
イ
移
民
に
つ
い
て
の
考
え

●
ハ
ワ
イ
と
の
絆
づ
く
り
に
つ
い

て
の
考
え  

等

▼
作
文
の
部
：
原
稿
用
紙
2
枚

（
８
０
０
字
）
程
度

▼
絵
画
の
部
：
八
つ
切
り
画
用
紙

１
枚
（
四
つ
切
り
画
用
紙
等
も
可
）

●
応
募
先

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
各
公

民
館
・
日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
・

周
防
大
島
町
商
工
会
大
島
支
所
内

大
島
国
際
交
流
協
会

（
郵
送
で
応
募
の
場
合
）

〒
７
４
２
‐
２
１
０
６
大
島
郡
周

防
大
島
町
小
松
２
３
７
‐
１　

大
島
国
際
交
流
協
会

●
募
集
期
限

　

４
月
10
日
㈬
ま
で　

●
表
彰
等

　

優
秀
な
作
品
は
表
彰
し
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

   

応
募
作
文
は
製
本
し
ま
す
。（
製

本
す
る
作
品
は
応
募
作
品
の
中
か

ら
選
択
）

※
最
優
秀
作
品
は
町
が
発
行
す
る

記
念
誌
へ
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
主
催

　

日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館

●
共
催

　

周
防
大
島
町
・
周
防
大
島
町
教

育
委
員
会
・
山
口
県
大
島
郡
国
際

文
化
協
会

※
な
お
作
品
応
募
目
的
の
た
め
日

本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
に
ご
来
館

さ
れ
る
場
合
は
、
入
館
料
を
無
料

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

大
島
国
際
交
流
協
会

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
０
１
２

　

日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
４
０
８
２

周
防
大
島
・
カ
ウ
ア
イ
島
姉
妹
島
提
携
50
周
年
記
念

▼
「
ハ
ワ
イ
と
の
架
け
橋
」
作
品
を
募
集
し
ま
す

ニホンアワサンゴ群生
地一帯（地家室地先、
外入地先、沖家室地先）
が瀬戸内海では初めて
となる瀬戸内海国立公
園（山口県地域）海域
公園地区に指定されま
した。

◆問い合わせ
農林課

☎ 0820(79)1002

瀬戸内海では初！
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国民健康保険または後期高齢者医療保険に加入の皆様へ　こんなときは、役場に届出が必要です

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

ー  
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？  

ー　

　

こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
を
利
用
し
て
、
自
己
負

担
が
高
額
に
な
っ
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

平
成
23
年
８
月
1
日
か
ら
平
成
24
年
７
月
31
日
ま
で
の
計
算
期
間
で
、

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
世
帯
に
は
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
対
象
と
な
っ
て
い
て
も
確
認
が
で
き
な

い
た
め
、
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
平
成
23
年
８
月
か
ら
平
成
24
年
７
月
の
間
に
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方（
国

民
健
康
保
険
の
場
合
は
市
町
村
を
越
え
て
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
場
合
は
都
道
府
県
を
越
え
て
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
）

②
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

し
た
方

　

こ
れ
ら
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
前
住
所
地
や
以
前
加
入
し
て
い
た
医
療

保
険
で
の
自
己
負
担
額
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
を

さ
れ
て
も
、
限
度
額
を
超
え
な
い
場
合
は
不
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
ご
加
入
の
被
用
者
保
険
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額
算
定
方
法

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
で
自
己
負
担
が
あ
り
、
高
額
療
養
費
な

ど
の
給
付
を
受
け
た
後
の
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
の
合
算
額

が
計
算
対
象
期
間
１
年
間
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
額
を
７
月
31
日

時
点
の
世
帯
単
位
で
支
給
し
ま
す
。（
同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
他
の
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
と
の
合
算
は
で
き
ず
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

ご
と
に
別
々
に
計
算
し
ま
す
。）

■
申
請
先　

平
成
24
年
７
月
31
日
に
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
増
進
課　

医
療
保
険
班　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
２

こんなとき
手続きに必要なもの

国民健康保険加入者 後期高齢者医療保険加入者

他の市区町村から転入したとき 転出証明書 転出証明書・負担区分証明書（交付を
受けた場合）

転出・転居・世帯変更するとき
世帯主や氏名等が変わったとき 保険証 保険証

修学のため別に住所を定めるとき 保険証・在学証明書

社会保険を脱退したとき 社会保険を脱退した証明書

社会保険に加入したとき 国保・社保両方の保険証

子どもが生まれたとき 保険証・母子健康手帳

加入者が死亡したとき 保険証・死亡を証明するもの 保険証・死亡を証明するもの

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書 保護廃止決定通知書

生活保護を受けるようになったとき 保険証・保護決定通知書 保険証・保護決定通知書

退職者医療制度の対象となったとき 保険証・年金証書

交通事故など第三者から傷害を受け
保険証を使用したとき 保険証・交通事故の場合事故証明 保険証・交通事故の場合事故証明

保険証を紛失したとき 本人であることを証明するもの 本人であることを証明するもの

一定の障害がある 65 歳以上 75 歳未
満の方で、医療保険の変更手続きを
するとき

〈国保から後期に変更の場合〉
年金証書、身体障害者手帳・医師
の診断書等障害の程度を確認でき
る書類・保険証

〈後期から国保に変更の場合〉
保険証

国民健康保険と後期高齢者医療保険のどちらに加入するか選択できます。

※必ず該当する方の印鑑を持参してください。代理申請の場合は、代理の方の身分を証明するものも持参してくだ
さい。各種届出は最寄りの総合支所および出張所で手続きできます。
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将
来
的
な
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、

春
休
み
の
長
期
休
学
期
間
に
お
け
る
小
児
一
律
50
円
運
賃
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
期
間　

　

３
月
23
日
㈯
～
４
月
７
日
㈰

◆
対
象
路
線　

　

防
長
交
通(

株)

が
運
行
す
る
県
内
一
般
路
線

※
高
速
バ
ス
、
空
港
連
絡
バ
ス
、
徳
山
ぐ
る
ぐ
る
バ
ス
、
岩
国
市

由
宇
町
内
の
路
線
、
阿
武
町
道
の
駅
～
惣
郷
線
は
除
き
ま
す
。

◆
対
象
者　

　

小
学
生
以
下
の
児
童
・
幼
児

◆
運
賃
額　
　

　

全
区
間
一
律
で
１
乗
車
に
つ
き
50
円

※
た
だ
し
１
歳
未
満
の
小
児
は
、
無
賃
。
１
歳
以
上
６
歳
未
満
の

小
児
は
、
同
伴
す
る
６
歳
以
上
の
旅
客
１
名
に
つ
き
１
名
無
賃
。

※
注
意
点　
　

・
障
害
者
割
引
等
、
他
の
割
引
制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
運
賃
の
お
支
払
い
は
現
金
に
限
り
ま
す
。
バ
ス
カ
ー
ド
、
回
数
券

で
の
お
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
運
賃
の
例

　

平
野
か
ら
徳
山
駅
前
ま
で
行
く
場
合

　

・
周
防
平
野
～
大
畠
駅
前　

50
円

　

・
大
畠
駅
前
～
柳
井
駅
前　

50
円

　

・
柳
井
駅
前
～
徳
山
駅
前　

50
円

◆
問
い
合
わ
せ　

　

防
長
交
通
㈱
平
生
営
業
所　

☎
０
８
２
０
（
５
６
）
５
１
０
０

春
休
み
小
児
50
円
運
賃
を
実
施

合計１５０円で到着

や な い 警

察

署

だ

よ

り

◆保護者の皆さんへ
○通学路を一緒に歩いてみましょう
子どもと一緒に通学路を歩いて、危険な場所や安全確認が必要な場所を点検し、安全な通行方法を
その場で教えましょう。
○子どものお手本になりましょう
保護者の皆さんは、交通ルールを守っていますか？
子どもたちは大人の行動のまねをします。保護者自身が交通ルールを守り、
子どもたちにお手本を示すことが大切です。

◆地域の皆さんへ
子どもに対する犯罪や、声かけ等が未だに多く発生しています。通学路の暗がりや危険な箇所など、
子どもを取り巻く環境改善に向けて安全点検を行いましょう。

◆ドライバーの皆さんへ
新年度が始まると、小学校周辺道路を黄色カバーのランドセルを背負った新入児童が
通学します。子どもを見かけたら予想外な行動に備え、速度を落とし、動きに十分注
意して運転をしましょう。
住宅や公園、学校などが建ち並ぶ生活道路では、子どもが急に飛び出してくることが
あります。生活道路を通行する場合は、スピードを控えて運転しましょう。

子どもが被害となる
事件や交通事故を防ごう！

◆問い合わせ
　周防大島幹部交番　☎０８２０（７２）０１１０　　柳井警察署　☎０８２０（２３）０１１０
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周
防
大
島
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
が
、

２
月
1
日
に
橘
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
新
し
い
委
員

さ
ん
に
副
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
で
は
、
町
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
国
民

健
康
保
険
に
関
す
る
保
険
税
の
賦
課
方
法
や
保
険

給
付
の
内
容
な
ど
国
民
健
康
保
険
事
業
の
重
要
事

項
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
委

嘱
状
の
交
付
を
受
け
た
後
に
新
年
度
予
算
原
案
及

び
「
第
２
期
周
防
大
島
町
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
」
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
審
議
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
新
し
い
委
員
さ

ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。

周防大島町国民健康保険運営協議会委員
任期：平成 25 年 1 月 1 日から平成 26 年 12 月 31 日まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （敬称略）

委員の区分 委員氏名（所属団体等）

被保険者代表委員 松岡宏和、福田みちゑ、
岸田邦子、山田修

保険医・
薬剤師代表委員

正木純生（郡医師会）、嶋元徹（郡医
師会）、中村瑞美（郡歯科医師会）
泉原紳一（郡薬剤師会）

公益代表委員

中元みどり（郡連合婦人会）
西本信男（町老人クラブ連合会）
秋吉利夫（町自治会連合会）
魚谷洋一（町議会）

▲委嘱状を交付される魚谷委
員（写真右）

　

新
し
い
国
保
運
営
協
議
会
委
員
が

　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

◆問い合わせ
　健康増進課　医療保険班　☎０８２０（７７）５５０２

第 17 回サザン・セト
大島少年サッカー大会

◆開催日程・場所
○３月 29 日㈮
　午前９時～開会式
　（４地区主会場）
　午前 10 時～
　予選リーグ
　（町内８会場）
○３月 30 日㈯　
　午前９時～順位別リーグ
　（町内８会場）
○３月 31 日㈰
　午前９時～決勝順位決定トーナメント
　（町内８会場）
　午後２時～決勝戦
　午後３時～閉会式
　（町陸上競技場）
◆参加チーム　48 チーム
◆問い合わせ　周防大島町総合体育館
　☎０８２０（７８）２５１２　

春先から秋にかけてみられるつつが虫病などのダニ媒介性疾患
の予防のため、ダニに咬まれないように以下の点にご注意くだ
さい。
◆予防対策
①ダニに咬まれないことが重要です。
②草むらや藪など、ダニの生息する場所に入る場合には、長袖、
長ズボン、足を完全に覆う靴を着用し肌の露出を少なくするこ
とが大事です。
③屋外活動後には、ダニに刺されていないか確認してください。
④吸血中のダニに気がついた際には、できるだけ病院で処置し
てください。
⑤ダニに咬まれた後に、発熱等の症状があった場合は、病院へ
受診してください。

◆問い合わせ　山口県柳井健康福祉センター健康増進課
☎０８２０（２２）３６３１

ダニ媒介性疾患の予防について

　山口県では、愛玩を目的とした野生
鳥獣の捕獲が禁止となっております。
野生鳥獣とは、メジロやホオジロなど
を含むすべての鳥獣です。
　ただし、野外で野鳥を観察できない
高齢者等に対し、自然とふれあう機会
を設けることが必要である場合等は許
可される場合があります。
　また、狩猟や有害鳥獣の駆除などを
行う場合も、行政機関の許可が必要で
す。

〈メジロの飼養登録について〉
　現在、飼養登録されているメジロに
ついては、その個体に限り引き続き飼
養が可能ですが、毎年、飼養登録の更
新手続きが必要です。

◆問い合わせ
農林課　農林振興班

☎０８２０（７９）１００２

野生鳥獣の捕獲は
原則禁止です
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◆「ごみ分別の手引き」および「五十音順ごみ収集区分一覧表」を刷新しました。
　主な改正点は、
●スプレー缶を金属から有害ごみ（青ネットに入れて有害ごみの日に出す）に変更
　（平成 22 年 4 月から実施済）
●特定家庭用機器に衣類乾燥機、プラズマテレビ、液晶テレビ、ワインセラーを追加
　（平成 21 年 4 月から実施済）
●４月１日から環境施設課と生活衛生課が統合するため、家庭ごみ等に関する電話番号が
　☎０８２０（７９）１０１２に変更

◆ごみ処理にかかる費用
　平成 23 年度において周防大島町のごみ処理にかかっ
た費用等は右表のとおりです。この費用を町民一人当
たりに換算すると年１２, １２４円になります。
　この処理費用は、町民の皆さんの税金でまかなわれ
ています。ごみの量が増えると収集、処理する経費も
増えることになります。皆さんも「必要としないもの
は買わない、求めない。」という考えでごみの減量化に
心がければ、それだけで費用が軽減できます。

◆ごみ出しのルール
①正しく分別していない場合や収集日時を間違えた場合は、収集しません。注意事項が記載された
貼り紙をしていますので、持ち帰って正しく分別して次回の収集日に出してください。
②ごみの排出は指定袋を使用し、必ず氏名を記入してください。
※指定袋に入らないものは、縛って指定袋（氏名を記入したもの）を付けてください。
※ダンボール箱や指定袋以外のものに入れて出さないでください。
※可燃ごみの中に、ビンや缶などの不燃ごみは絶対に入れないでください。（最近多く見受けられま
す。）
③必ずお住まいの自治会で決められた「ごみステーション」を利用してください。
※ごみステーションの維持管理や運営は各自治会で行っていますので、他の自治会に迷惑をかけな
いようにしましょう。
④会社・飲食店・ホテル（旅館）・病院・商店などの事業活動に伴って生じた事業系ごみは、法律に
より事業者の責任と負担によって処理することが義務付けられていますので、町のごみステーショ
ンに出すことはできません。
　詳しくは、「家庭ごみ分別の手引き」、「５０音順ごみ収集区分一覧表」をご覧ください。

◆問い合わせ
○家庭ごみの出し方に関すること　　　

生活衛生課　☎０８２０（７９）１０１０　
※４月１日以降☎０８２０（７９）１０１２

○産業廃棄物の処理などに関すること
柳井環境保健所生活環境課　☎０８２０（２２）３６３１

▼家庭ごみの減量と分別にご協力をお願いします▼

 ごみ処理にかかった費用 ２億３, ０４５万３千円

 可燃ごみの量 ４, ９３４ｔ

 不燃
ごみの
量

 リサイクルした量 ６６４ｔ

リサイクルによる
売却金

７１７万５千円

 最終処分した量 ８０ｔ

　　　　　　　　　　　　　（平成 23 年度）
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かしこい
消費者

めざせ！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県
柳
井
農
林
事
務
所
森
林
部

 　

４
月
は
た
け
の
こ
の
収
穫
の
季
節
で
す
。
た
け
の
こ
を
出
荷

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

  

竹
林
に
生
え
た
た
け
の
こ
を
放
置
す
る
と
、
竹
林
は
拡
大
し
、

隣
接
地
や
農
地
な
ど
に
侵
入
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
そ
の
駆
除

に
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

  

た
け
の
こ
を
掘
っ
て
出
荷
す
れ
ば
、
竹
林
の
拡
大
防
止
と
、

収
入
の
一
挙
両
得
で
す
。
ぜ
ひ
、
出
荷
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

  

た
け
の
こ
の
掘
取
り
に
は
、
唐
鍬
を
使
い
ま
す
。
た
け
の
こ

の
腹
面
か
ら
鍬
で
掘
り
、
地
下
茎
の
接
合
部
の
や
や
上
か
ら
切

断
し
ま
す
。
鍬
傷
を
付
け
る
と
商
品
価
値
が
落
ち
る
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　

掘
り
取
っ
た
た
け
の
こ
は
日
に
当
て
な
い
よ
う
に
し
、
で
き

る
だ
け
早
く
選
別
を
行
い
出
荷
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
伸
び
過
ぎ
た
た
け
の
こ
も
、「
穂

先
た
け
の
こ
」
と
し
て
荷
受
け
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
き

ら
め
ず
に
出
荷
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の
荷
受
け
は
、
４

月
に
入
っ
て
か
ら
週
３
回
程
度
、
農
協
の
各
支
所
に
て
荷
受
け

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

穂
先
た
け
の
こ
は
、
２
ｍ
く
ら
い
伸
び
た
た
け
の
こ
を
ナ
タ

な
ど
で
切
り
、
上
１
ｍ
く
ら
い
で
切
断
し
ま
す
。
そ
の
先
端
部

20
㎝
く
ら
い
の
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
切
断
す
れ
ば
穂
先
た
け
の
こ

と
し
て
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

た
け
の
こ
の
出
荷
規
格
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
柳
井
（
岩
国
）
農
林
事
務
所
森
林
部
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

柳
井
（
岩
国
）
農
林
事
務
所
森
林
部

　

☎
０
８
２
７
（
２
９
）
１
５
６
５

たけのこ出荷規格
区分

規格
長さ

小
25 ㎝以下

（コンテナの短辺に入るサイズ）

中
26 ㎝以上～ 45 ㎝以下

（コンテナの長辺に入るサイズ）

※出荷にあたっての注意事項
１　親根よりイボ２節以上から傷をつけないように掘り取り、必ずイボ１節
　　を残して節間と平行に切断する。
２　上記以外は規格外品として受け入れる。
　　　　　　　　　　　　　　　　資料：日本果実工業㈱久賀工場

た
け
の
こ
を
出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
　

海
外
宝
く
じ
が
当
選
？

　
　
　

相
談
は
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

　
　
　
　
　
　

ま
た
は
町
商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

【
相
談
】

　

海
外
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル(

Ｄ
Ｍ)

が
届
い

た
。「
海
外
宝
く
じ
当
選
1
億

円
！
」
と
あ
り
、
手
続
き
の

た
め
同
封
の
書
類
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
を
記

入
し
て
送
付
す
る
よ
う
に
書

い
て
あ
る
。
応
募
し
た
覚
え

は
な
い
が
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
？

【
処
理
】

　

申
し
込
ま
な
い
よ
う
に
助

言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

過
去
に
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

も
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
が
、
海
外
宝
く
じ
な
ど
が

当
選
し
た
か
の
よ
う
に
錯
覚

さ
せ
る
文
面
で
、
Ｄ
Ｍ
が
送

ら
れ
て
き
た
と
い
っ
た
相
談

が
ま
た
増
加
し
て
い
ま
す
。

受
取
手
続
き
と
し
て
、
参
加

費
用
や
手
数
料
を
振
り
込
ま

せ
る
の
が
目
的
で
す
。
更
に

悪
質
な
場
合
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
番
号
を
利
用
し

毎
月
費
用
を
引
き
落
と
す

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
参
加

費
用
な
ど
を
支
払
っ
て
も
、

実
際
に
当
選
金
な
ど
が
受
取

れ
た
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｍ
の
事
業
者
の

所
在
地
は
海
外
で
架
空
の
場

合
も
多
く
、
返
金
し
て
も
ら

う
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。

　

申
込
ん
で
い
な
い
宝
く
じ

が
当
選
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
海
外

の
宝
く
じ
を
日
本
で
売
買
す

る
こ
と
は
違
法
で
す
。
絶
対

に
申
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
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　久賀・大島地区における下水道事業につきましては、平
成 23 年度に全体計画を作成し、手続きを進めておりました
が、平成 25 年 1 月 30 日に開催いたしました「公共下水道
の都市計画決定（素案）に係る説明会」（大島都市計画区域
に下水道の都市計画を策定する説明会）の中で、終末処理
場の位置について様々なご意見・ご要望をいただきました。
　説明会に参加された方々のご意見および終末処理場建設
予定地周辺の方々のご要望を踏まえ、終末処理場の位置を
はじめ下水道事業全体計画を見直しすることとなりました
ので、お知らせいたします。

◆問い合わせ　上下水道課　☎０８２０（７９）１０１１

久賀・大島地区 下水道事業
全体計画を見直します

　今回は、脂質異常症予防についてお伝えします。脂質異常症とは、
血液中のＬＤＬコレステロール（悪玉）、中性脂肪のいずれか、または
両方が多くなっている、もしくはＨＤＬコレステロール（善玉）が少
ない状態をいいます。食生活や運動などの生活習慣で改善することが
できます。特定健診などを受けて、脂質の数値を確認してみましょう。
●食生活改善ポイント

・脂質の摂取量を減らすために、煮る、焼く、蒸すなどの調理法で脂
肪分を落とすようにする。

・お菓子・清涼飲料水などの糖質の多いものは控える。
・１日３食規則正しく食事し、肉食中心から、魚、大豆製品を多めにする。
　今回は、豆腐やたくさんの野菜を使って脂肪を控えた「豆腐と野菜
の中華風炒め」の献立を紹介します。　　           　　　　
　　　　　　周防大島町食生活改善推進協議会久賀支部　升井　玲子

材料 ４人分
木綿豆腐
ブロッコリー
しょうが
ｼｰﾌｰﾄﾞﾐｯｸｽ（冷凍）
にんじん
干しいたけ
白菜
干しいたけの戻し汁
鶏ガラスープの素
酒
ｵｲｽﾀｰｿｰｽ
醤油
サラダ油
塩
こしょう
片栗粉
水

１丁
８０ｇ

８ｇ
１００ｇ

４０ｇ
１枚

１５０ｇ
１２０㏄
小さじ２
大さじ１
小さじ１
小さじ２

適宜
少々
少々

大さじ１
大さじ１

１．しょうがはみじん切りにする。
２．豆腐は押しをして、１センチの厚さの色紙切りにする。フライパン
　　にサラダ油をしき、両面こんがり焼く。
３．ブロッコリーは小房に分けかためにゆでる。
４．にんじんは短冊切り、白菜は芯と葉に分けて３センチ幅に切り、干
　　しいたけは戻し、うす切りにする。
５．フライパンにサラダ油をしき、①のしょうがを炒め、④のにんじん・
　　白菜の芯・干しいたけを加えてさっと炒める。
６．②の豆腐・③のブロッコリー・④の白菜の葉・ｼｰﾌｰﾄﾞﾐｯｸｽ・調味料
　　Ａ・干しいたけの戻し汁を加えて煮て、塩・こしょうで味をととの
　　えて、最後に水溶き片栗粉でとろみをつける。

エネルギー　141kcal　たんぱく質 12g　脂質 6.6 ｇ　食物繊維 3.3 ｇ　
食塩相当量 1.1 ｇ

＜作り方＞

Ａ

豆腐と野菜の中華風炒め

◆
平
成
24
年
度
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学
校

　

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

周
防
大
島
町
立
東
和
中
学
校

◆
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指

導
員
褒
賞　

　

シ
ル
バ
ー
褒
賞

　

中
谷
清
一
郎
さ
ん
（
小
松
開
作
）

表
彰
・
受
賞
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周
防
大
島
町
定
住
促
進
協
議
会
で
は
、
町
へ
の
移

住
を
推
進
す
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
な
ど

『
住
』
の
確
保
と
、
経
済
的
自
立
の
た
め
『
職
』
の

検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、『
職
』
の
検
証
の
一
方

策
と
し
て
、
廃
校
と
な
っ
た
旧
屋
代
小
学
校
を
利
用

し
、
水
耕
栽
培
の
試
験
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
5
日
に
は
、
１
月
８
日
に
種
を
ま
い
た
２
種

類
の
レ
タ
ス
の
生
育
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
耕

栽
培
で
は
室
内
温
度
を
23
～
25
度
、
湿
度
を
60
％
程

度
に
保
ち
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
な
ど
を
使
用
し
て
野
菜

な
ど
を
育
て
ま
す
。

　

５
日
に
は
、
ミ
ニ
キ
ャ
ロ
ッ
ト
や
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

の
種
な
ど
も
ま
き
、
今
後
は
成
長
の
速
さ
な
ど
の

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
品
種
に
適
し
た
栽
培
条
件
な
ど

を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

水耕栽培の試験を行っています

約１か月で
育ったリー
フレタス

▲２月５日
生 育 状 況 を 確 認 す
る椎木町長

▲

　

２
月
14
日
、
大
島
商
船
高
等

専
門
学
校
の
学
生
会
が
昨
年
に

引
き
続
き
、
東
日
本
大
震
災
の

義
援
金
を
町
へ
届
け
ま
し
た
。

　

今
回
届
け
ら
れ
た
義
援
金
は

昨
年
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た

商
船
祭
で
の
模
擬
店
の
売
上
の

一
部
な
ど
で
、
７
万
７
８
６

円
。
学
生
会
長
の
嶋
優
樹
さ
ん

は
「
今
年
も
引
き
続
き
募
金
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
。」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

義援金を被災地へ

椎
木
町
長
へ
義
援
金
を
手
渡

す
、
学
生
会
長
嶋
優
樹
さ
ん

（
写
真
中
央
）、
学
生
副
会
長

平
原
直
人
さ
ん
（
写
真
右
）。

▲

　

２
月
１
日
、
大
島
庁
舎
に
お
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
へ
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方

や
移
住
さ
れ
た
方
と
の
連
絡
調
整
や
、

情
報
発
信
に
よ
る
活
動
の
Ｐ
Ｒ
、
移

住
希
望
者
の
呼
び
込
み
な
ど
を
推
進

す
る
た
め
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を

公
募
し
、
こ
の
た
び
東
京
都
か
ら
三
浦
宏
之
さ
ん
が
着
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
浦
さ
ん
は
「
自
分
自
身
が
周
防

大
島
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
、
定
住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
へ
委
嘱
状
交
付
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周
防
大
島
町
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
。
2
月
１
日
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
三
浦

宏
之
と
申
し
ま
す
。
今
月
号
か
ら
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
等
を
広
報
紙
で

紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

島
に
来
る
前
は
東
京
で
ラ
ジ
オ
番
組

を
作
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
面
白

い
も
の
を
見
つ
け
て
、
い
い
音
楽
と
と

も
に
紹
介
す
る
の
が
仕
事
で
し
た
。
こ

の
周
防
大
島
で
も
、
周
防
大
島
の
面
白

い
も
の
な
ど
（
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
）

を
見
つ
け
て
、
島
の
外
へ
紹
介
し
な
が

ら
、「
島
お
こ
し
」「
定
住
促
進
」
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

僕
が
周
防
大
島
へ
の
移
住
を
決
め
た

理
由
は
大
き
く
３
つ
あ
り
ま
す
。

①
日
本
家
屋
（
古
民
家
を
含
む
）
が
密

集
し
た
集
落
群
で
の
生
活
に
あ
こ
が
れ

て
い
た
こ
と
②
多
く
の
き
れ
い
な
寺
や

神
社
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
③
自
然
と

の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
人
々
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と

　

こ
れ
ら
は
、
周
防
大
島
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
時
に
、
武
器
に
な
る
と
も
思
い
ま

し
た
。
周
防
大
島
に
は
都
会
に
あ
る
も

の
が
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
逆
に
都
会
に
な
い
も
の
が
沢
山

あ
る
こ
の
島
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
美
し
い

周
防
大
島
に
す
る
た
め
に
、
漂
着
ゴ
ミ

回
収
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
第

１
回
目
は
周
防
大
島
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
応

援
す
る
会
〈
島
く
ら
す
〉
主
催
で
、
３

月
20
日
㈬
・
祝
日
、
午
前
８
時
30
分
よ

り
１
時
間
程
度
、
ビ
ー
玉
海
岸
で
行
い

ま
す
。
こ
の
島
を
美
し
く
、
も
っ
と
魅

力
的
に
で
き
た
ら
と
思
い
企
画
し
ま
し

た
。
町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
「
お
役
に
立
て
れ
ば
、
幸
い
で
す
。」
①

　
　
　

　
　
　
　
　
　

定
住
促
進
協
議
会
日
良
居
分
室

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
０
２
３
４

地域おこし協力隊
三浦宏之

▲２月 14 日には、周防大島を美し
くするため、『美しい三蒲を創る会』
の方といっしょに、人生初の竹きり
に挑戦しました。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
し
て
、
全
国
大
会
に
出
場

さ
れ
る
個
人
・
団
体
に
激
励
費
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〇
平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
抜
大

会
　

開
催
期
間
：
３
月
26
日
～
28
日　

開
催
地
：
静
岡
県

　

男
子
個
人　

　

周
防
大
島
高
等
学
校　

松
井
亮
太
さ
ん

〇
第
24
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会

　

開
催
期
間
：
３
月
22
日
～
24
日　

開
催
地
：
静
岡
県

　

団
体
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

　

周
防
大
島
高
等
学
校　

小
柳
海
斗
さ
ん

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
宮
本
諒
太
さ
ん

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
山
田
延
也
さ
ん

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
中
村
晴
稀
さ
ん

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
斎
藤
裕
紀
さ
ん

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
み
な

さ
ん
（
授
与
式
：
２
月
８
日
）

全国大会出場者へ激励費授与

▲

　

２
月
22
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
美
し
い

三
蒲
を
創
る
会
」
が
第
６
回
植
樹
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

植
樹
祭
に
は
蒲
野
保
育

所
の
園
児
、
三
蒲
小
学
校

の
児
童
が
参
加
し
、園
児
・

児
童
が
桜
や
椿
の
苗
木
を

植
え
ま
し
た
。

　

会
長
の
吉
兼
洋
一
さ
ん

は
「
今
後
も
会
員
の
皆
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
大
島

の
景
観
を
よ
く
し
て
い
き

た
い
。」
と
目
標
を
語
り

ま
し
た
。

桜
や
椿
を
植
え
ま
し
た

▲瀬戸で行われた植樹祭の様子
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笠
佐
島
航
路
・
情
島
航
路

「
臨
時
船
員
」
募
集

■
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

・
笠
佐
島
航
路
船
長　

１
名

・
情
島
航
路
船
長
お
よ
び
甲
板
員

　

業
務
等　

１
名

■
使
用
船
舶
の
概
要

「
か
さ
さ
」
４
・
９
ト
ン
、
定
員
12
名

「
せ
と
丸
」
４
・
８
ト
ン
、
定
員
25
名

（
予
備
船
使
用
あ
り
）

■
応
募
資
格

・
１
級
ま
た
は
２
級
小
型
船
舶
操

縦
士
（
特
定
操
縦
免
許
）
の
資
格

を
有
す
る
者

・
昭
和
27
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

健
康
な
人

■
勤
務
内
容
等

○
笠
佐
島
航
路

・
定
期
便
の
船
長
業
務
そ
の
ほ
か

臨
時
運
航
・
上
架
作
業
等
あ
り

・
勤
務
日
数　

月
15
日
前
後

　
（
土
・
日
・
祝
日
勤
務
あ
り
）

○
情
島
航
路

・
定
期
便
の
船
長
お
よ
び
甲
板
員

業
務
（
船
長
・
甲
板
員
は
交
替
制
）

そ
の
ほ
か
臨
時
運
航
・
上
架
作
業

等
あ
り

・
勤
務
日
数　

月
17
日
前
後

　
（
土
・
日
・
祝
日
勤
務
あ
り
）

・
社
会
保
険
あ
り

■
採
用
条
件

○
笠
佐
島
航
路

・
小
松
港
へ
通
勤
可
能
な
方

○
情
島
航
路

・
情
島
在
住
も
し
く
は
情
島
へ
自

分
の
船
で
通
勤
可
能
な
方

■
採
用
期
間
お
よ
び
勤
務
時
間

・
平
成
25
年
４
月
15
日
㈪
～
平
成

26
年
３
月
31
日
㈪

（
採
用
期
間
の
更
新
あ
り
）

○
笠
佐
島
航
路

・
午
前
７
時
45
分
か
ら
午
後
５
時

30
分
（
休
憩
時
間
あ
り
）

○
情
島
航
路

・
午
前
６
時
15
分
か
ら
午
後
６
時

15
分
（
実
働
７
時
間
45
分
）

■
賃
金

○
笠
佐
島
航
路
（
１
日
当
た
り
）

・
船
長　

９
８
０
０
円　

※
委
託
契
約

○
情
島
航
路
（
１
日
当
り
）

・
船
長　

１
万
２
４
０
０
円

・
甲
板
員　
　

８
９
１
０
円

　
（
別
途
時
間
給
支
給
あ
り
）

■
応
募
方
法　

履
歴
書
お
よ
び
小

型
船
舶
操
縦
士
（
特
定
操
縦
免
許
）

の
写
し
を
郵
送
も
し
く
は
持
参
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
‐
２

周
防
大
島
町
役
場

■
面
接
日
・
場
所

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
募
集
期
限　

３
月
29
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
３
月
29
日
㈮
ま
で

に
必
着
し
た
も
の
に
限
る
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課　

地
域
振
興
班　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

健
康
増
進
課
臨
時
職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
数

・
事
務
職
員　

若
干
名

・
管
理
栄
養
士　

１
名

■
業
務
内
容

・
事
務
職
員　

予
防
接
種
、
検
診

等
の
事
務
処
理
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
の
出
来
る
方
）

・
管
理
栄
養
士　

.

栄
養
指
導
（
妊

婦
・
乳
幼
児
・
成
人
）

■
勤
務
先

　

た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
内

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

（
西
安
下
庄
）

■
勤
務
期
間
お
よ
び
時
間

　

４
月
１
日
㈪
～
９
月
30
日
㈪

募
集

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
更
新
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
25
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書
を
郵

送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６

　

周
防
大
島
町
大
字
西
安
下
庄

３
９
２
０
番
地
２
１

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

■
面
接
日
・
場
所

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

　周防大島町では、「米軍再編交付金事業」の一つ
として、平成 23 年度から平成 28 年度にかけて、
町内小中学校における外国語コミュニケーション能
力の向上と国際感覚の養成を図るため、外国語指導
助手（ＡＬＴ）による外国語活動推進事業に要する
経費を、「外国語活動推進事業基金」として平成 22
年度に積み立てましたが、この度、本事業の実施期
間をさらに１年間延長するため、新たに 860 万円
を積み立てました。
○再編交付金事業とは
　平成 19 年度から、在日米軍再編による住民生活
の安全に及ぼす影響が増大する市町村に対し、公共
施設の整備、住民生活の利便向上や産業の振興に寄
与する事業などを対象に、国から再編交付金が交付
されます。

◆問い合わせ　教育委員会　学校教育課
☎０８２０（７８）２２０４

【外国語活動推進事業基金】を積み立てました
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介
護
保
険
課
臨
時
職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　

事
務
職
員　

１
名

■
勤
務
内
容

　

介
護
予
防
事
業
の
事
務
補
助

　

※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
発
送
・
回
収
・

集
計
・
整
理
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

入
力
等
を
行
い
ま
す
。

■
勤
務
場
所　

橘
庁
舎
内　

介
護

保
険
課
介
護
予
防
班
（
西
安
下
庄
）

■
勤
務
期
間
お
よ
び
時
間

　

４
月
15
日
㈪
～
８
月
30
日
㈮　

　
（
※
予
定
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

週
３
日
程
度
（
繁
忙
期
に
は
、

週
４
日
か
ら
５
日
の
勤
務
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
29
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
を
郵

送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６

　

周
防
大
島
町
大
字
西
安
下
庄

３
９
２
０
‐
３　

周
防
大
島
町
介

護
保
険
課　

介
護
予
防
班

■
面
接
日
・
場
所

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
３
０

周
防
大
島
町
役
場

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

■
勤
務
場
所
お
よ
び
募
集
人
員

・
沖
浦
出
張
所
（
戸
田
）　

若
干
名

・
蒲
野
出
張
所
（
三
蒲
）　

若
干
名

■
勤
務
内
容
等　

・
窓
口
で
の
受
付
、
電
話
応
対
そ

の
他
接
客
業
務

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

・
そ
の
他
の
事
務
補
助
全
般

■
採
用
時
期　

　

4
月
１
日
㈪
～
平
成
26
年
3
月

31
日
㈪

■
勤
務
条
件
等

　

月
の
う
ち
10
日
程
度
勤
務
（
交

代
勤
務
）

・
勤
務
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
（
原
則
と
し
て
土
、
日
、
祝

日
は
休
み
）

・
勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

・
報
酬
額　

町
規
定
に
よ
る

■
採
用
期
間

　

採
用
期
間
に
つ
い
て
は
平
成
26

年
3
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
が
、
勤

務
成
績
が
良
好
で
引
き
続
き
勤
務

す
る
意
欲
の
あ
る
方
に
つ
い
て

は
，
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
22
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
を
郵

送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６

番
地
2　

周
防
大
島
町
役
場　

大

島
総
合
支
所

■
面
接
日
・
場
所　

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
島
総
合
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
１

介
護
支
援
専
門
員
等
臨
時

職
員
募
集

■
資
格

　

介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師
・

社
会
福
祉
士

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
業
務
内
容

　

高
齢
者
の
総
合
相
談
、
介
護
予

防
支
援
業
務
等

■
勤
務
期
間
お
よ
び
時
間

　

4
月
1
日
㈪
か
ら
平
成
26
年
3

月
31
日
㈪

　

月
曜
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

■
勤
務
場
所

　

西
安
下
庄
３
９
２
０
‐
３

　

橘
庁
舎
内

　

周
防
大
島
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

■
面
接
日
・
場
所　

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
募
集
期
限　

3
月
25
日
㈪
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
６

自
衛
官
募
集

◎
一
般
幹
部
候
補
生
（
飛
行
・
音
楽

要
員
含
む
）

■
応
募
資
格

①
「
大
卒
程
度
試
験
」
22
歳
以
上
26

歳
未
満
の
者
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満

の
者
は
大
卒
（
見
込
み
含
む
）、
修

士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
み
含
む
）

は
28
歳
未
満
）

②
「
院
卒
者
試
験
」
修
士
課
程
修
了

者
等
（
見
込
み
含
む
）
で
、
20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
限　

４
月
26
日
㈮
ま
で

■
試
験
期
日　

５
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

※
12
日
は
飛
行
要
員
の
み

◎
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

■
応
募
資
格

①
「
歯
科
」
20
歳
以
上
30
歳
未
満
か

つ
専
門
の
大
卒
（
見
込
み
含
む
）
者

②
「
薬
剤
」
20
歳
以
上
28
歳
未
満
か

つ
専
門
の
大
卒
（
見
込
み
含
む
）
者

■
受
付
期
限　

４
月
26
日
㈮
ま
で

■
試
験
期
日　

５
月
11
日
㈯

◎
予
備
自
衛
官
補

■
採
用
年
齢

①
一
般　

18
歳
以
上
～
34
歳
未
満
の
者

②
技
能　

18
歳
以
上
で
保
有
す
る
資

格
に
応
じ
て
53
歳
～
55
歳
未
満
の
者

※
技
能
と
は
、
医
師
、
臨
床
心
理
士
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
語
学
（
英
語
、

ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
等
）、

自
動
車
整
備
士
、
テ
ク
ニ
カ
ル
エ
ン

ジ
ニ
ア
、
情
報
技
術
者
、
総
合
無
線

通
信
士
、
電
気
主
任
技
術
者
、
建
築

施
工
管
理
技
士
、
土
木
施
工
管
理
技

士
等
の
専
門
技
術
者
の
採
用
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
限　

４
月
３
日
㈬
ま
で

■
試
験
期
日　

４
月
12
日
㈮
～
15
日

㈪
（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
市
南
町
3
丁
目
8
番
4
号　

　

荒
田
ビ
ル
2
階

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

国立病院機構　岩国医療センター移転に伴い、３月 18 日㈪
～３月 25 日㈪朝までは、岩国医療センターの救急部門は停
止し、救急患者の受入れや救急診察はできません。皆様の
ご理解とご協力をお願いします。※新病院は３月 24 日㈰
に開院します。

■問い合わせ
国立病院機構　岩国医療センター　☎０８２７（３１）７１２１

国立病院機構　岩国医療センター移転に伴うお知らせ
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お知らせ３月

あ
な
た
の
資
産
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

～
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
～

　

自
分
の
所
有
し
て
い
る
資
産
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
を
無
料
で
見
る

こ
と
の
で
き
る
縦
覧
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日
㈮　

（
た
だ
し
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
。）

■
縦
覧
で
き
る
も
の
（
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
か
わ
る
も
の
）

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、

価
格
）

※
縦
覧
台
帳
は
、
旧
町
単
位
で
作

成
し
て
い
ま
す
の
で
、
所
在
を
確

認
の
う
え
、
該
当
の
各
総
合
支
所

で
縦
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
で
き
る
人
、
縦
覧
に
必
要

な
も
の

①
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

（
た
だ
し
、
土
地
（
家
屋
）
の
み
を

所
有
し
て
い
る
者
は
、
家
屋
（
土

地
）
の
縦
覧
が
で
き
ま
せ
ん
。）

・
必
要
な
も
の

　

納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
等

と
印
鑑

②
納
税
管
理
人
（
代
理
人
）

・
必
要
な
も
の

　

納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
等

と
印
鑑
（
納
税
者
か
ら
委
任
が

あ
っ
た
も
の
と
し
て
扱
う
。）

※
納
税
者
と
同
居
の
親
族
も
同
様

に
取
り
扱
い
ま
す
。

■
縦
覧
料　

無
料

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

５
時
15
分

■
場
所　

久
賀
・
大
島
・
東
和
・

橘
各
総
合
支
所

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

課
税
第
２
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
技
能
訓

練
促
進
費
等
事
業
の
お
知
ら

せ
　

看
護
師
等
経
済
的
自
立
に
効
果

的
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
２
年

以
上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合

に
、
生
活
費
の
負
担
軽
減
の
た
め

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を
支
給
す

る
と
と
も
に
、
養
成
課
程
の
修
了

後
に
入
学
支
援
修
了
一
時
金
を
支

給
し
ま
す
。

■
対
象
者　

　

町
内
に
居
住
す
る
母
子
家
庭
の

母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
で
、
次

の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
同
様
の
所
得
水
準
に

あ
る
方

・
修
業
年
限
2
年
以
上
の
養
成
機

関
で
修
業
し
、
対
象
資
格
の
取
得

が
見
込
ま
れ
る
方

・
就
業
ま
た
は
育
児
と
、
修
業
の

両
立
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

・
過
去
に
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓

練
促
進
費
等
を
受
給
し
て
い
な
い

方■
対
象
と
な
る
資
格

・
看
護
師
・
准
看
護
師

・
介
護
福
祉
士

・
保
育
士

・
理
学
療
法
士

・
作
業
療
法
士

・
町
長
が
町
の
実
情
に
応
じ
て
認

め
る
資
格

■
訓
練
促
進
費
の
支
給
額
お
よ
び

支
給
対
象
期
間

　

修
業
期
間
の
全
期
間
（
上
限
２

年
）
に
支
給
し
ま
す
。

・
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

①
町
民
税
非
課
税
世
帯　

　

 

月
額
10
万
円

②
町
民
税
課
税
世
帯　

　

月
額
７
万
５
０
０
円

・
入
学
支
援
修
了
一
時
金
（
修
了

後
支
給
）

①
町
民
税
非
課
税
世
帯　
　
　
　

　

５
万
円　
　
　
　

 

②
町
民
税
課
税
世
帯　

 　

２
万
５
千
円

■
訓
練
促
進
費
を
受
け
る
た
め
の

手
続
き

　

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
相
談
が
必
要

　人権相談所では、人権問題、土地、家屋、
金銭貸借、離婚などの生活上の心配事の相談を
受けています。
◆常設人権相談所
　法務局では毎日 ( 休日を除く。) 人権相談に
応じています。
　山口地方法務局岩国支局　☎ 0827(43)1125
　岩国市錦見一丁目 16‐35
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

◆特設人権相談所
　町内にて毎月一回一会場 (9 時 30 分～正午 )
にて、地域の人権擁護委員による特設人権相談
所が開催されています。
　－ 平成 25 年度計画 －
　○大島庁舎
　　・ 4 月１日㈪・ 8 月５日㈪・12 月９日㈪
　○橘総合センター
　　・ 5 月 13 日㈪・ 9 月２日㈪・1 月６日㈪
　○東和総合センター
　　・ 6 月３日㈪・10 月７日㈪・ 2 月３日㈪
　○久賀総合センター
　　・ 7 月８日㈪・11 月 11 日㈪・ 3 月３日㈪

◆問い合わせ　福祉課　☎ 0820(77)5505

ー  人権相談所を開設します  ー

第 18 回
瀬戸公園お花見ライトアップ

　電飾ちょうちんでライトアップされた桜をお楽しみくだ
さい。
◆期間　３月下旬～４月中旬（予定）
◆時間　午後６時～９時
※点灯の時間を過ぎるとタイマーで自動的に消灯しますの
で、ご注意ください。

周防大島町商工会青年部大島支部

お
知
ら
せ
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　平成 25 年４月に施行される障害者総合支援法
では、障害者の範囲に難病等（障害者総合支援法
第４条第１項の政令で定める疾病）の方々が加わ
ります。
　対象となる方々は、身体障害者手帳の所持の有
無に関わらず、必要と認められた障害福祉サービ
ス等の受給が可能となります。
　詳細については、健康増進課健康づくり班まで
お問い合わせください。
　　

◆問い合わせ　
健康増進課　健康づくり班　
☎０８２０（７７）５５０４

お知らせ３月

で
す
。
面
談
に
よ
り
、
資
格
の
取

得
見
込
み
や
生
活
状
況
の
聴
取
等

を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

    

福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

就
学
援
助
費
・
就
学
奨
励
費

交
付
申
請
に
つ
い
て

■
対
象

・
就
学
援
助
費

　

町
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
人

・
就
学
奨
励
費

　

特
別
支
援
学
級
へ
就
学
し
て
い

る
町
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
で
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ

る
人

※
た
だ
し
、
認
定
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
交
付
内
容　

　

学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
学

校
給
食
費
な
ど

■
申
請
期
限　

４
月
19
日
㈮

（
年
度
の
途
中
で
も
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
が
、
認
定
と
な
っ
た

場
合
は
提
出
し
た
日
か
ら
援
助
対

象
と
な
り
ま
す
。）

■
申
請
方
法　

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
た

は
、
各
公
民
館
に
所
定
の
様
式
に

よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
継
続
を
希
望
さ
れ
る
人
も
、
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
。）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
生
計
を
同
一
に
す
る
世

帯
全
員
の
平
成
24
年
度
課
税
証
明

書
（
た
だ
し
、
平
成
24
年
１
月
１

日
現
在
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る

方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）・
児
童

扶
養
手
当
証
書
の
写
し
（
該
当
者

は
必
ず
添
付
）・
振
込
先
口
座

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
４

４月から難病等の方々が
障害福祉サービス等の対象となります

　身体障害者手帳に該当しない軽度・中等度難聴児（18
歳未満）の言語能力の健全な発達を図るため、補聴器購
入費及び修理費の助成制度が平成 24 年８月１日から始
まりました。
　軽度・中等度の難聴児は、音への反応があるため、難
聴があると気付かれにくく、そのままにしておくと言葉
の遅れや発音の誤りなど言語の発達に支障をきたすこと
もあります。このような場合、早期に補聴器をつけるこ
とで、言語の発達やコミュニケーション能力を高めるこ
とができると言われています。
　町では、こうした子どもの言語習得やコミュニケー
ション能力向上を高めることを目的に、補聴器の購入費
用等の助成を行います。

○助成対象
　身体障害者手帳の交付対象とならない程度（両耳の聴
力レベルが原則として 30 デシベル以上 70 デシベル未
満）の 18 歳未満の児童（医師が必要と認めれば 30 デ
シベル未満も対象）

○助成額
　見積額もしくは基準額のどちらか少ない額の 3 分の 2

難聴児に対する補聴器購入費等の
一部を助成します

◆問い合わせ　福祉課　民生福祉班
☎０８２０（７７）５５０５

○申込方法
　補聴器を購入または修理する前に福祉課または各
総合支所・出張所で申請してください。
　なお、医師意見書などが必要となりますし、所得
制限がありますので、事前にご相談ください。

○主な補聴器の種類と基準額

機種
（耳掛け型）

基準額
（本体とイヤモールド）

軽度・中等度難聴用 ５２, ９００円

高度難聴用 ５２, ９００円

重度難聴用 ７６, ３００円
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お知らせ３月

催
し

周
防
大
島
高
校
吹
奏
楽
部

第
４
回
定
期
演
奏
会

～
地
域
福
祉
の
た
め
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
～

　

今
年
も
私
た
ち
周
防
大
島
高
校

吹
奏
楽
部
は
、
地
域
福
祉
の
た
め

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
日
本
の
愛
唱
歌
、

民
謡
か
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ

ズ
、
最
近
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
ま
で
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
車
イ
ス
の
方
は
前
も
っ

て
お
電
話
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、

お
席
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

　

３
月
24
日
㈰

　

午
後
１
時
開
場

　

午
後
１
時
30
分
開
演

■
入
場
料　

無
料

■
会
場　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
主
催　

周
防
大
島
高
等
学
校

■
共
催　

町
文
化
振
興
会
橘
支
部

■
後
援

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

　

周
防
大
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

山
口
県
吹
奏
楽
連
盟

■
賛
助
出
演

　

安
下
庄
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
周

防
大
島
高
校
吹
奏
楽
部
卒
業
生

■
曲
目

「
小
さ
な
楽
団
の
た
め
の
組
曲
」

「
日
本
愛
唱
歌
ア
ル
バ
ム
～
赤
と

ん
ぼ
、
ふ
る
さ
と
な
ど
」

「
沖
縄
民
謡
～
あ
さ
ど
や
ユ
ン
タ
」

「
Ｊ
‐
ポ
ッ
プ
メ
ド
レ
ー
」
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
高
等
学
校　

井
ノ
上

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
４
８

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
春
コ
ー
ス
～

○
健
康
茶
＆
素
朴
な
お
菓
子
づ
く
り

・
日
時　

　

４
月
３
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
場
所　

　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン
タ
ー

（
小
松
）

・
体
験
料　

５
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

３
月
22
日
㈮

○
山
菜
料
理
づ
く
り

・
日
時　

　

４
月
５
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

・
場
所　

　

油
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
油
田
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

○
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
（
保
険
料
納
付
免
除
者

を
除
く
）
で
あ
っ
て
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
配
偶
者

や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者

の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
る
方

は
国
民
年
金
の
付
加
年
金
（
付
加

保
険
料
月
額
４
０
０
円
）
の
納
付

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
少
子
高
齢
化
に
強
い
年
金
で

す
。
年
金
資
産
は
安
全
か
つ
効
率

的
な
運
用
。

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式
（
確

定
拠
出
型
）」
の
年
金
で
す
。
自
分

が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、
保
険
料
を
自
由
に
決
め

ら
れ
（
月
額
2
万
円
～
6
万
7
千

円
）、
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に

応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す
。

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65

歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢

年
金
の
額
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
を
、
ご
遺
族
に
死
亡
一
時
金

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
税
の
特
例
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

☆
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

（
1
人
当
り
最
高
年
額
80
万
4
千

円
）
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節

税
に
つ
な
が
り
ま
す
。（
支
払
っ
た

保
険
料
の
15
％
～
30
％
程
度
が
節

税
）。

☆
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が

運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
運
用

益
）
は
非
課
税
で
す
。

☆
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
に

は
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
（
65

歳
以
上
の
方
は
公
的
年
金
等
の
合

計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で
は
非
課

税
）
さ
れ
ま
す
。

○
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継
者

の
方
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
に
は
、保
険
料
の
国
庫
補
助
（
月

額
最
高
1
万
円
、
通
算
す
る
と
最

大
で
２
１
６
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
国
庫
補
助
額
は
、
農
地
等

の
経
営
継
承
を
す
れ
ば
原
則
65
歳

か
ら
特
例
付
加
年
金
と
し
て
受
給

で
き
ま
す
。
農
地
等
の
経
営
継
承

の
時
期
に
つ
い
て
の
年
齢
制
限
は

な
く
、
本
人
の
体
力
な
ど
に
応

じ
て
受
給
の
時
期
を
決
め
ら
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
詳
細
な
農
業
者
年
金
の

内
容
や
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
か
農
業
委
員
会
ま
た

は
農
業
者
年
金
基
金
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

○
周
防
大
島
町
農
業
委
員
会

（
農
林
課
）

☎
０
８
２
０
（
７
9
）
１
０
０
２

○
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基

金
（
企
画
調
整
室
）

☎
０
３
（
３
５
０
２
）
３
９
４
２

http://w
w

w
.nounen.go.jp/

○
山
口
大
島
農
業
協
同
組
合
本
所

ま
た
は
各
支
所

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？
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お知らせ３月

・
受
入
人
数　

５
～
10
人

・
募
集
締
め
切
り　

３
月
26
日
㈫

※
昼
食
あ
り

○
田
舎
料
理
づ
く
り

・
日
時　

　

４
月
18
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

・
場
所　

　

久
楽
会
館
（
久
賀
）

・
体
験
料　

１
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
人

・
募
集
締
め
切
り　

４
月
８
日
㈪

※
昼
食
あ
り

周
防
大
島
町
主
任
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
　

松
永　

晴
美

（
介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

○
ウ
ニ
割
り
体
験

・
日
時　

　

４
月
20
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

・
場
所　

　

西
安
下
庄
（
庄
港
）
お
よ
び
実
施

者
宅

・
体
験
料　

４
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
８
人

・
募
集
締
め
切
り　

４
月
10
日
㈬

※
昼
食
あ
り
・
雨
天
中
止

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

　

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
筋
力
や
身
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
能
力
が
衰
え
た
り
、
視
力
が

低
下
し
て
く
る
な
ど
様
々
な
要
因
が
重
な
っ

て
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
つ
ま
ず
い

た
り
、
す
べ
っ
て
転
ぶ
な
ど
、
日
常
の
何
気
な

い
場
面
で
の
転
倒
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
適

度
な
運
動
を
し
て
筋
力
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
転
倒
事
故
の
半
数
が
住
み
慣
れ

た
家
の
中
で
お
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
転
ば
な

い
た
め
の
住
環
境
づ
く
り
も
重
要
で
す
。
ま
ず

身
近
で
簡
単
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
！

☆
家
の
中
で
の
転
倒
を
予
防
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト 

・
整
理
整
頓
し
、
床
の
上
に
は
な
る
べ
く
物
を

　

置
か
な
い

・
よ
く
使
う
物
は
す
ぐ
に
取
り
出
せ
る
配
置
を

　

工
夫
す
る

・
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
た
る
み
を
直
し
、
両
面
テ
ー

　

プ
な
ど
で
固
定
す
る

・
コ
ー
ド
類
は
移
動
の
際
に
邪
魔
に
な
ら
な
い

　

よ
う
に
す
っ
き
り
ま
と
め
る

・
照
明
は
明
る
く
し
、
寝
室
は
夜
間
で
も
足
元

　

に
常
夜
灯
を
つ
け
る

・
素
足
か
、
滑
り
止
め
の
つ
い
た
靴
下
を
履
く

・
玄
関
の
段
差
（
上
が
り
か
ま
ち
）
が
高
い
場

　

合
は
踏
み
台
を
置
く

・
玄
関
で
の
靴
の
着
脱
は
椅
子
に
座
り
行
う

　

手
す
り
の
設
置
や
段
差
の
解
消
な
ど
の
住
宅

改
修
や
、
心
身
の
機
能
に
合
っ
た
適
切
な
福
祉

用
具
の
活
用
も
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
住
環

境
を
つ
く
る
た
め
に
有
効
で
す
。

　

介
護
保
険
で
、
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

お
近
く
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
、
転
倒
を
予
防
で
き
る
住
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
橘
庁
舎
内
）

　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
６

住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に

～
住
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

竜崎温泉温水プール指導日
（３月 21 日～４月 20 日）

実施日

３月
21 日㈭、22 日㈮、26 日㈫、27 日㈬、28 日㈭
29 日㈮

４月
２日㈫、３日㈬、４日㈭、５日㈮、９日㈫、
10 日㈬、11 日㈭、12 日㈮、16 日㈫、17 日㈬、
18 日㈭、19 日㈮

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的とした水
中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあります。

◆問い合わせ　
介護保険課　介護予防班

☎０８２０（７７）５５３０
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5 日㈮
こころの健康相談〈久賀福祉センター【要予約】〉 

【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 77-5504

6 日㈯

7 日㈰ 休日在宅当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

8 日㈪

9 日㈫

10 日㈬

11 日㈭

12 日㈮ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 たちばなケアプラザ〉

13 日㈯

14 日㈰
休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉
春季剣道大会〈13：30 ～　 長尾八幡宮境内〉

15 日㈪

16 日㈫ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 久賀福祉センター集会室〉

17 日㈬

18 日㈭

19 日㈮

20 日㈯

イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 10 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10 日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＴＬＶ‐１抗体検査 10 日㈬ 10：30 ～ 11：00

《 ４ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

エイズ抗体検査 10 日㈬ 14：00 ～ 16：00

心の健康相談 16 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 26 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

健康相談などに関するお問い合わせ　
健康増進課　☎ 0820（77）5504

3 月

21 日㈭

22 日㈮
3 歳児健康診査 

〈13：00 ～ 13：30（受付）たちばなケアプラザ〉

23 日㈯

24 日㈰
休日在宅当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉
安下庄海の市〈9：00 ～ 14：00　 橘グリーンパーク横〉
周防大島高校定期演奏会〈13：30 ～　 橘総合センター〉

25 日㈪

26 日㈫

27 日㈬

28 日㈭ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉

29 日㈮ サザン・セト大島少年サッカー大会〈９：00 ～　 町内各会場〉

30 日㈯ サザン・セト大島少年サッカー大会〈９：00 ～　 町内各会場〉

31 日㈰
休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉
サザン・セト大島少年サッカー大会〈９：00 ～　 町内各会場〉

4 月

1 日㈪

2 日㈫ 健康相談〈8：30 ～ 11：30 東和総合支所〉

3 日㈬
健康相談〈8：30 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉 
育児相談〈10：00 ～ 11：30 東和総合センター 2 階和室〉

4 日㈭ 健康相談〈8：30 ～ 11：30 久賀総合支所〉
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 25 年１月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

６ ０ ９

前年比

＋２ ±０ ＋５

物損事故件数

１８ 前年比 －１

人の動き（３月１日現在）

人　口 １８, ８５４人 （59 人減）

男（日本人） ８, ５４８人

女（日本人） １０, ２３８人

外国人 ６８人 （２人減）

世帯数 １０, １３９戸 （23 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生 　  3 人
　　転入    31 人 小計 34 人
減：死亡    48 人
　　転出     43 人 小計 91 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 （
周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
‐
２
）

　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
㈲
中
国
印
刷
社　

※
広
報
す
お
う
大
島
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

　就職活動を継続されている今春卒業の新卒者・既卒者の皆さん、現在も就職活
動にがんばっておられることと思います。ハローワークは最後まで皆さんを支援
し続けますので、就職について知りたいこと、不安なこと、求人情報など、お気
軽にお問い合わせください。

◆問い合わせ　ハローワーク柳井学卒担当　☎０８２０（２２）２６６１

ー  未内定の新卒者・既卒者の皆さまへ  ー

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


